


役者の演技は、一流の自然体。

それがアレンの映画の魅力/

ヒッチコックの「裏窓」や往年の「影なき男」

のスピリットをモチーフに、アレンが久しぶりに肩

の力を抜いた楽しめるエンターティンメントに仕

上げてし、る本作て、魅力満開なのはなにもキ一

トンばかりじゃい、。主人公夫妻と親しし、独身

の俳優兼演出家に「重罪と軽罪」のアラン・

アノレダが快演。「アダム久・ファミリー」シリーズ

て、も大芝居を見せてし、るアンジ三リカ・ヒュース

トンが、セクたーな女流作家に扮して絶妙なる

笑いをかもし均して仏るぜ他に怪しい隣人とし、うキ

ー・ローノレ伎を記フアロードウェイのフ。ロデ斗ー

サーて:映画はこれが2本目とし、うジ土リー・ア

ドラーが好助演。さらに、 rJFKJのロン・リフキ

ン\「テうイス・イズ・マイ・ライフ」のジョイ・ヒツ、ーノレ

とし、った芸達者が顔を揃えて見どころ満載.グ

鮮燃機解線戦勝機腕i

す。こんな探偵気取りの妻に振り回される

ラリーは何度も止めようとする。しかしそ

静 んな忠告もお構いなしに夫を連れてハウス

氏の部屋に進入すると、そこにはホ灰の入っ

た骨査かが.グ身元調査、追跡、現場検証と

私立探偵も、顔負け九そして畏を仕掛けて

犯人逮捕?

大赤JII 次郎さん(作家)・評

「マンハッタンの死の匂~"'J

このとニろ、 r私小説嵐J の作品で話題にな

ったウデ、ィ・アレンカヘ思い切り楽しんでT乍

ったこの新作、誰もが飛び切り上機嫌に演技

していて、その子供のように弾む気持ちが観

客に快〈伝わってくるO

特に、無鉄砲に殺人事件の中へ飛び込んで

いくダイアン・キートンの若々しさはどうだ

ろう。ニのキートンのキャラクターは、僕の

ユーモアミステリーのヒロインがそのまま年

令をとったみたいで、またそれに振り回され

るアレンの亭主ぶりがおかしい。

様々な女性を「わたり歩いたJ アレンだカヘ

結局、ダイアン・キートンが今も一番心の許

せる女性なのかもしれない。ぞう思わせるほ

ど、これはキートンの輝いている映画だ。そし

て定石通りのミステリーの展開も、こんな芸達

者な連中にかかるとここまで額自くなる。

いつもの笑いに混じった苦味は、マニア好

みの隠し味になって、映画ファンをニヤリとさ

せる。そもそも、滑り出しのムードはあの「ロ

ーズマリーの赤ちゃんJ だろうし、特に、クラ

イマックスの鏡の使い方とオーソン・ウェルズ、

の r上海がら来た女J の活かし方の巧さ。

夫婚喧嘩もあれば離婚も浮気心も出てくる

が、ぞれがヱ長夕刊ンメントの世界にうまく
溶け込んでいる。

格別ヱ失していないようでいて、これは映

閣の名人たちが集まらなければ撮れない娯楽

作である。

渦中のウディからダイアンへの

プレゼントで恋の再燃I?

最近何かと紙面をにぎわせているウディ・

アレン。そのウディが妻であったミア・フアロ

ーのために書き、暖めてきた映画製作の裏

側で何やら秘密が・・・。妻との共演がこの

映鶴の見所だったのだが、プライベート

での破局で出演はノ?ーojそれにゑ誰カワ

さすがニューョ一次予約杓やザ之

は渋い。この主演女優の枠をがっ 13.の恋

人で、大親友のダイアン・キ一トンにプレゼ、

ントしたのだ。ウディとの最後のコンビ作

「マンハッタン」から 14年。お得意のコミカ

ノレて申ドラマティックなテンポが復j舌。 2 人

の長年の信頼と友情がこの映画で愛に変

わるかもしれない。
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